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ふくしま学宿
2024.7.21~23 東日本大震災東日本大震災

震災を「覚えている」最後の世代

震災を「経験した」最後の世代

震災を「知らない」世代

ー皆さんは、被災地の復興は
どれくらい進んでいると考えていますか？ー

しかし現状は…

「復興は１％も進んでいない」

という人や場所もある

❓ 復興は今どのくらい進んで
いるのだろう

❓ どんなふうに
復興を進めてきたのだろう

❓ どんな新しいものがあるのだろう

震災の「影」を学ぶ

東日本大震災・原子力災害伝承館

汚染土壌の処理問題

東日本大震災の被害の大きさ

風評被害・いじめ

他人事ではない
私たちこそが真剣に考えるべき

災害遺構 浪江町立請戸小学校

流された物の山

大きく曲がった排気口

津波の強い威力

震災の教訓
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大熊町フィールドワーク

帰宅困難区域がいまだ残る

新たな街の形
（コンパクトシティ化）

同じ町内でも
復興度合いが異なる

(一社)AFW 吉川彰浩さんとの対話

・新しいものだけでなく、
昔ながらのものも尊重するべき

「心の復興」の影の部分

・罪の意識

・移住者中心

・特定の人だけが笑顔 ｝
双葉町フィールドワーク

新たなまち、暮らし

手付かずの建物、更地

前年にあった建物が解体され
更地になっていく

変化は善か悪か

震災の「光」を学ぶ

(株)バイオマスレジン福島

震災後にできた新し
い産業

ライスレジン
･･･おもちゃ、
ビニール袋など

教育の新たな形

学び舎ゆめの森 ふたば未来学園

被災地だから
こそできる教育

復興についての
探究活動

ふくしま学宿 まとめ

福島に行くまで知らなかったことばかりだった

ex)

・多くの企業が福島で新しい産業を始めている

・帰宅困難区域が残り、未だに帰れない人がいる

→被災地者とそうでない人で意識の溝があるので

はないか？

｢世界津波の日｣2024高校生サミットin熊本 プレゼン発表

テーマ
「創造的復興」

タイトル
「Bridging the gap 
between survivors 
and non-
survivors 」

｢世界津波の日｣2024高校生サミットin熊本グループディスカッション

テーマ
「創造的復興について」

❓ 高校生の私たちだから
こそできることとは
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｢世界津波の日｣2024高校生サミットin熊本 レセプション 3.11メモリアル”Re-dit”ミーティングin多賀城

・グループワーク

・仮設住宅見学

3.11メモリアル”Re-dit”ミーティングin多賀城

・ポスター発表 ・災害伝承街歩き

被災していない人 被災した人

復興は着実に
進んでいる!!

まだ復興は
始まってす
らいない…

「意識の溝」

今後の展望

＊復興を自分事として捉え、理解する＊
⇒ライスレジンできっかけづくり

高校生の私たちにできることとは？

文化祭で販売 QRコードをつける

お世話になった方々

・フィールドパートナー
下枝浩徳さん

慶應義塾大学あじさいプロジェクトの皆さん、大熊町復興支
援員常世田隆さん、(一社)AFW 吉川彰浩さん、(株)葛尾創生電
力の社員の方、東日本大震災・原子力災害伝承館、浪江町立請
戸小学校、大熊町交流ゾーン、浜通り地域デザインセンターな
みえ、大熊町立学び舎ゆめの森、(株)バイオマスレジン福島、
福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校、葛尾村復興交流館
あぜりあの皆さん

最後に

ご清聴ありがとうございました。
これをきっかけに復興について
関心を持っていただけたら
嬉しいです！


